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1 .はじめに
　新潟工科大学では2019年度から2020年度にかけて、産
学連携と学生の設計施工によって大学内と大学外で木造
の小空間制作を実施した。本稿は、これらの活動の狙い
と過程を整理し、得られた成果を考察することを目的と
する。

2 .対象事例と研究の方法
　2019年度に「空間デザイン実践2019」と題して、学生
12名が参加し本学内に休憩・交流スペース「空の木」を
制作した（図 1 A）。産学連携では、新潟県内の建設会社
3社からの協力を得た。2020年度には「ハコニワ・ファ
ニチャーワークショップ（以下ハコニワＦＷＳとする）」
と題して、学生15名が参加し学外の新規商業施設内に、
2つの大型家具（シェアキッチン、ツリーボックス）を
制作した（図 1 B、C）。ハコニワは、新潟県柏崎市内の
元サッシ工場をリノベーションし、 8つの店舗と芝生の
広場で構成される2020年10月31日にオープンした商業施
設である。産学連携では、商業施設のオーナーである柏
崎市内の不動産会社とリノベーションの設計を担当した
新潟市内の建築設計事務所と連携した。 2つの取り組み
とも、課外活動、有志学生の参加、学生の設計施工（学
生のデザインビルド、以下学生ＤＢとする）で実施した。
研究の方法として、まず 2つの取り組みの概略と経過、
特徴を整理する。そして、参加学生に記入してもらった
「学びの振り返り」をテキストマイニングにより分析し、
取り組みの成果の考察をする。

3 .空間デザイン実践2019「空の木」
3 - 1 　空間デザイン実践2019「空の木」の狙い
　本学では2019年度に、学内の 3つの課題を関連付けて
解決することを目指した。一つ目は、中期経営計画の課
題の一つである「教職員間のコミュニケーションを促進
させ、意思疎通向上による業務改善や従業員満足度の向
上」である。二つ目は、校内には使用頻度の低い空間や
コミュニケーションが生まれていない空間があることで
ある。三つ目は、建築・都市環境学系の学生に対し、講
義や実験等で建築に関する教育をしているものの、建築
空間を作る実践的な経験の提供ができていない点であ
る。これら 3つの課題を同時に解決するために校内の空
きスペースを活用し、教職員、学生同士の交流ができる
交流スペースを学生ＤＢで作ることとした。
　ただし学生は施工の経験も少ないため、大きな空間を
制作するためには建設に携わる企業の方々から指導して
いただく必要があった。企業の方の協力を得るために、
学生ＤＢを通じて企業の方と学生が交流できるように
し、企業の魅力発信や採用活動の情報収集の場としても
らうこととした。
3 - 2 　空間デザイン実践2019の計画と取り組み過程
　空間デザイン実践2019の計画として、以下を手順とし
た。 1 .参画企業を募集する→ 2 .有志学生を募集する
→ 3 .学生が設計案を作成する→ 4 .その設計案に基づ
き、企業の指導のもと実施設計を作成する→ 5 .材料費を
企業から協賛していただく→ 6 .学生が企業の指導を仰
ぎ、制作する→ 7 .完成後、学内で披露し、学生・教職員
で活用する。
　「 1 .参画企業を募集する」では、本学卒業生が勤務す
る新潟県内の建設会社 3社から協力が得られた。卒業生
を中心とする若手社員の方に、学生への指導等を依頼し
た。
　「 2 .有志学生を募集する」では、当時の 2年生と 3年
生合計12名が参加することとなった。なお、空間デザイ
ン実践2019は、課外活動であり単位認定や成績には一切
結びついていない。
　「 3 .学生が設計案を作成する」では、参加学生が集ま
り、さまざまなアイディアを出し、そこから具体的な空
間の設計に落とし込んでいった。最初のアイディア出し
では、設置する場所と作りたい空間を自由に考えてもら
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図 1  大学内外で製作した小空間
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い、非常に多様な 9つのアイディアが出された。そのう
ちの 6案を表 1に示す。
　これらのアイディアから、設置する場所の決定と合わ
せて 1案と 4案を基に学生の最終設計案を絞り込んだ。
その最終設計案を図 2 に示す。この絞り込み作業では、
全員の意見を一致させて最終案を選定していった。この
ようなグループワークも、通常の講義では経験できない
点である。
　「 4 .その設計案に基づき、企業の指導のもと実施設計
を作成する」では、図 2の設計案の規模を縮小し、実施
設計まで落とし込んだ。規模縮小は、材料費と施工時間
への懸念が参加企業から出されたので、格子状の空間を
大幅に削減し、 3列のみとした。図 3は学生作成の図面
だが、材料発注や施工には情報が不足していたので、企
業の方に実施設計図を作成してもらった。
　「 5 .材料費を企業から協賛していただく」では、一口
5万円の協賛金をいただき、材料費に充てた。実際の材
料費は、協賛金だけでは不足していたので、本学の予算
から数万円を支出している。
　「 6 .学生が企業の指導を仰ぎ、制作する」では、授業
等の邪魔にならないように主に土曜日を施工作業日とし
約 4日間で制作した（図 4）。学生施工の初めは工具の使
い方もわからず、指示を待つ学生も多かったが、半日程

度で工具を使いこなすようになり、 2日目には指示を待
たずに必要な作業を進められるようになった。
　「 7 .完成後、学内で披露し、学生・教職員で活用する」
では、2020年 3 月10日に本学執行部を対象に、 7月28日
に本学学生向けのお披露目会を開催し、利用を開始した。

4 .ハコニワ・ファニチャーワークショップ
4 - 1 　ハコニワ・ファニチャーワークショップの狙い
　ハコニワは、不動産会社社長の「そこにしかないもの
をつくり、地域に新たな価値を創りたい」という思いで
始まった。参加する 7つの事業者もすべて柏崎市内の事
業者となっており、共用部分の空間にも柏崎市内にある
本学の学生が参加することとなった。
4 - 2 　計画と取り組みの経過
　ハコニワＦＷＳの計画として、以下を手順とした。
1 .有志学生を募集する→ 2 .設計事務所と学生が設計案
を作成するワークショップを開催する→ 3 .その設計案
に基づき、施工会社の指導のもと学生が制作する→ 4 .完
成後、商業施設の一部として利用する。
　「 1 .有志学生を募集する」では、 1年生、 3年生、 4
年生の15名の学生が参加することとなった。なお、前章
と同じく課外活動であり単位認定や成績には一切結びつ
いていない。
　「 2 .設計事務所と学生が設計案を作成するワーク
ショップを開催する」では、 9月 1日の現地見学会から
スタートした（図 5 A）。現地見学会では設計事務所から、
国産木材を活用するために地元柏崎産の120mm角の杉
材のみを使用することが告げられた。その後シェアキッ
チンのチーム（ 7名）とツリーボックスチーム（ 8 名）
に分かれて、類似事例や材料となる角材などについての
調査、それぞれのファニチャーについてのアイディア出

図 2  学生による最終設計案 図 4  学生施工の様子

表 1  初期の 9 アイディア中の 6 案

2 案（S棟 2 階を想定）1 案（N棟 2 階を想定）

4 案（S棟 2 階を想定） 6 案（S棟 2 階を想定） 8 案（S棟 2 階を想定） 9 案（S棟地下 1 階を想定）

図 3  規模縮小後の図面
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し、スケッチ等のデザインを進めるワークショップ（図
5 B）を毎週 1回開催した。
　10月 3 日に初期の設計案（図 6）をもとに現地確認を
し、その後大幅な設計変更を行い、10月10日に最終設計
案が決まった（図 7）。設計案を検討する際、建築家から
厳しい指摘が次々と出され、その都度学生は再検討を繰
り返した。一から再検討することも多く、わずか 5週間
程度の期間中、 5〜 6回設計を繰り返していた。通常授
業の設計課題では、そこまでやり直しはしないので、設
計の質を高めようとする建築家の業務について経験でき
た。
　10月10日以降、木材の切り出しなどを始め、施工会社
（大工）の指導も受けながら、学生施工を実施し（図 8）、
10月23日のプレオープン前までに作業を終えた。施工の
日数・時間が非常にタイトであったため、授業の合間や
夕方・夜間の時間を使い、学生も入れ替わりながら作業
を進める必要があった。
　10月23日に関係者披露会が開かれ、10月31日にハコニ
ワがオープンした。関係者披露会では、早速ファニチャー
に腰掛けたり、食事したりしながら多くの人が新しい空
間を楽しんでいた。オープン後は、年齢性別を問わず多
くの人が訪れ、ファニチャーのデザインの意図通りの使
い方（図 1 B）や、小さな子供による思わぬ楽しみ方（図
1 C）が見られた。

5 .学生の振り返りの分析を基にした取り組みの成果
　本学では正課授業でも学生に「振り返りシート」を記
入させている。今回記入してもらった内容をテキストマ

イニングにより分析し表 2、3に示す注1）。どちらも、名
詞では「施工」が 1位となりスコア、出現頻度ともに高
い値となっている。動詞では「学ぶ」「学べる」「できる」
が、スコアが高く出現頻度も高い値となっている。この
ことから、参加した学生は『「施工」を通して「できる」
ようになり、「学ぶ（学べる）」ことにつながった』と言
える。

6 .まとめ
　本稿では、本学で取り組んだ 2つの産学連携と学生Ｄ
Ｂによる小空間作りの取り組みの概略と経過、特徴を整
理し、取り組みの成果を明らかにした。小空間ではある
が、複数の学生がグループでデザイン、設計、図面作成、
専門家の指導、施工を一貫して経験した。 2つの取り組
みを通じて、本学学生やハコニワ利用者が日常的に利用
する小空間を制作でき、学生にとって貴重な体験となっ
た。
　また学生の振り返りシートの記述から、参加学生は

『「施工」を通して「できる」ようになり「学び」につな
がった』ことが明らかになった。
　有志学生による課題活動ではあるが、本学ではこのよ
うな特徴を持つ取り組みを続けていきたいと考えてい
る。

注
1 ）ユーザーローカル　テキストマイニングツール
　（https://textmining.userlocal.jp/）による分析
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図 5  見学会とワークショップの様子

表 2   空間デザイン実践2019「空の木」振り返りでのテキスト
マイニングスコアと出現頻度（上位 5 位まで）

表 3  ハコニワＦＷＳ振り返りでのテキストマイニングス
コアと出現頻度（上位 5 位まで）

図 7  最終案の 3 Dイメージ

図 6  初期の設計案

図 8  学生施工の様子

B：ワークショップの様子

B：ツリーボックス
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B：ツリーボックス
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